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長
ちょう

次
じ

郎
ろう

にガイドを頼
たの

んだ日本山
さん

岳
がく

会
かい

のメンバーは、石
いし

崎
ざき

光
こう

瑤
よう

（南
なん

砺
と

市
し

出身）、吉
よし

田
だ

孫
まご

四
し

郎
ろう

（高
たか

岡
おか

市
し

出身）のほか、河
かわ

合
い

良
よし

成
なり

（南砺市出
身）、野

の

村
むら

義
よし

重
しげ

（舟
ふな

橋
はし

村
むら

出身）ら東大生でした。

コ ラ ム

優
ゆ う

秀
しゅう

な山のガイド 陸
り く

地
ち

測
そ く

量
りょう

部
ぶ

の案
あ ん

内
な い

人
に ん

剱岳・黒部峡
きょう

谷
こく

案内の達
たつ

人
じん

　長
ちょう

次
じ

郎
ろう

は測
そく

量
りょう

部
ぶ

とともに剱
つるぎ

岳
だけ

に
挑
いど

み、重い荷物を背
せ

負
お

って登りまし
た。あちこち歩き回って、登りやす
い場所を探

さが

しますが、 頂
ちょう

上
じょう

への
ルートは見つかりません。長次郎は
いろいろな場所を見て回った結

けっ

果
か

、
雪
せっ

渓
けい

（雪が積もった谷）を登るしか
ないと考えました。そして、一行は慎

しん

重
ちょう

に雪渓を進み、７月28日、ついに
測量部は三角点を設

せっ

置
ち

しました。
　優

ゆう

秀
しゅう

な山のガイドとして有名に

　常
じょう

願
がん

寺
じ

川
がわ

が流れる新
にい

川
かわ

郡
ぐん

下
しも

山
やま

和
わ

田
だ

村
むら

（現
げん

富山市）で生まれ、14歳
さい

のときに隣
となり

の小
お

見
み

村
むら

の宇
う

治
じ

家
け

に養
よう

子
し

に入りました。
　長

ちょう

次
じ

郎
ろう

は子どものときから山の

して「黒部の父」といわれた登山
家、冠

かんむり

松
まつ

次
じ

郎
ろう

（東京都出身）から、
長次郎は厚い信

しん

頼
らい

を得
え

ていまし
た。1919（大正８）年からのおよ
そ10年間、長次郎は松次郎に付き
添
そ

い、黒部峡谷のほとんどすべての
支
し

流
りゅう

と尾
お

根
ね

に足を踏
ふ

み入れました。
長次郎は「黒部の名ガイド」として
も知られるようになり、70歳

さい

を過
ぎても山のガイドを続

つづ

けました。

・家の手
て

伝
つ だ

いを通して体を鍛
き た

える
・自分の特

と く

技
ぎ

を生かす
・未知のことにも挑戦する

山仕事で鍛
き た

えられた子ども

剱
つ る ぎ

岳
だ け

登
と う

頂
ち ょ う

を成
せ い

功
こ う

させる

 ＊三角点【さんかくてん】　三角測
そく

量
りょう

の基
き

準
じゅん

となる点。以前は三角測量で測量し、 縮
しゅく

尺
しゃく

して地図を作っていました。

木を切ったり、砂
さ

防
ぼう

工事の現
げん

場
ば

で
働
はたら

いたりしました。岩から岩へ飛
と

び移
うつ

る技
わざ

は村では一番だったうえ、
百貫

かん

（375㎏）の荷物を軽々と背
せ

負
お

って歩きました。

なった長次郎に1909（明治42）年、
再
ふたた

び剱岳のガイドの依
い

頼
らい

がありま
した。今度は測量ではなく、日本
画家の石

いし

崎
ざき

光
こう

瑶
よう

をはじめとする日
本山

さん

岳
がく

会
かい

という一
いっ

般
ぱん

の人たちの登
山です。一行は長次郎の案内のも
と測量部と同じルートをたどり、
民
みん

間
かん

人
じん

として初
はじ

めて剱岳頂上に立
ちました。この登

とう

頂
ちょう

がきっかけと
なり、スポーツとしての登山が一
般の人にも広がっていきました。

剱
つ る ぎ

岳
だ け

と黒部峡
き ょ う

谷
こ く

の名ガイド

　陸
り く

軍
ぐ ん

の陸地測
そ く

量
りょう

部
ぶ

の一行が剱
つるぎ

岳
だ け

山
さ ん

頂
ちょう

に着いたとき、一行は修
し ゅ

行
ぎょう

の
僧
そ う

が持つ錫
しゃく

杖
じょう

の頭と鉄
て っ

剣
け ん

を発見し
ました。剱岳登

と う

頂
ちょう

の一番乗りだと
思っていたのが、そうではなかっ
たわけです。
　錫杖の頭は奈

な

良
ら

時代末
す え

から平安
時代の初

は じ

めのものと考えられます
が、はっきりした製

せ い

作
さ く

年代は分かっ
ていません。この錫杖の頭は現

げ ん

在
ざ い

、
国指定重

じゅう

要
よ う

文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

として富山県〔立
た て

山
や ま

博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

〕で保
ほ

存
ぞ ん

されています。

剱
つるぎ

岳
だ け

の錫
しゃく

杖
じょう

剱
つ る ぎ

岳
だ け

と黒
く ろ

部
べ

の魅
み

力
り ょ く

を紹
し ょ う

介
か い

しよう
宇

う

治
じ

 長
ち ょ う

次
じ

郎
ろ う

1871（明治４）年12 月 23日―1945（昭和 20）10月30 日

　長
ちょう

次
じ

郎
ろう

は、山道を登るのが得
とく

意
い

だったうえ、雲の動きや形、風の
向きなどを見て天

てん

候
こう

を予
よ

測
そく

するこ
とができました。また、面

めん

倒
どう

見
み

が
よく、たくさんの友人がいました。
そうした特

とく

技
ぎ

や才
さい

能
のう

を生かし、山
のガイドの仕事もしていました。
　長次郎は岩場や険

けわ

しい山でも、
軽々と登ることができました。ま
た、危

き

険
けん

な場所を無
む

理
り

に進むこと
はなく、人々が安心して登ること

安心して登山できるルートを案内

　1909（明治42）年、日本山
さん

岳
がく

会
かい

のメンバーは長
ちょう

次
じ

郎
ろう

の見事な案
内ぶりをたたえて、登

とう

頂
ちょう

ルートで
あ る 剱

つるぎ

岳
だけ

東 面 の 三
さん

ノ
の

沢
さわ

雪
せっ

渓
けい

を
「長

ちょう

次
じ

郎
ろう

谷
だに

」と名づけました。また、
このときのメンバーの一人吉

よし

田
だ

孫
まご

四
し

郎
ろう

が書いた紀
き

行
こう

文
ぶん

によって、「剱
岳の名ガイド」として長次郎の名
は多くの人に知られるようになり
ました。
　1915（大正４）年、長次郎の
実力と人

ひと

柄
がら

の評
ひょう

判
ばん

を聞いた有名な
登山家からガイドを頼

たの

まれまし
た。この登山家は富山市出身で英
文学者でもある田

た な べ

部重
じゅう

治
じ

と日本山
岳会会長を務

つと

めた小
こ

暮
ぐれ

理
り

太
た

郎
ろう

（群
馬県出身）です。長次郎たちは、
剱岳や黒

くろ

部
べ

峡
きょう

谷
こく

の 難
むずか

しい登山
ルートを見つけました。
　また、秘

ひ

境
きょう

といわれる黒部の谷
や山を探

たん

検
けん

し、その魅
み

力
りょく

を 紹
しょう

介
かい

1871（明治４）..........................................0 歳
さい

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

下
しも

山
やま

和
わ

田
だ

村
むら

に生まれる
1885（明治 18）....................................14 歳
宇
う

治
じ

弥
や

三
そう

右
え

衛門
もん

の養
よう

子
し

になる
1902（明治 35）....................................31 歳
信
しなの

濃越
えっ

中
ちゅう

方面で二等三角測
そく

量
りょう

の仕事をする
1907（明治 40）....................................36 歳
測量三角点設

せっ

置
ち

のため剱
つるぎ

岳
だけ

登
とう

頂
ちょう

に参加
1909（明治 42）....................................38 歳
日本山

さん

岳
がく

会の案内人として剱岳に登頂
1915（大正 4）.......................................44 歳
田
た な べ

部重
じゅう

治
じ

に案内を頼
たの

まれ剱岳北方ルート
を開く
1919（大正 8）.......................................48 歳
この年から黒部峡

きょう

谷
こく

のほとんどに足を踏
ふ

み入れる
1936（昭和 11）....................................65 歳
ＮＨＫ「名ガイドを囲む座

ざ

談
だん

会
かい

」に出席
1945（昭和 20）....................................73 歳
亡
な

くなる

ができるルートを案
あん

内
ない

しました。
長次郎の山登りの技術の高さや知

ち

識
しき

の深さは、登山家も驚
おどろ

くほどで
した。
　そんな長次郎は1907（明治40）
年７月、陸

りく

軍
ぐん

の陸地測
そく

量
りょう

部
ぶ

から剱
つるぎ

岳
だけ

頂
ちょう

上
じょう

までのガイドを頼
たの

まれま
した。地図を作るために剱岳の頂上
に三角点＊を打ち込む仕事です。当
時、剱岳はだれも登ったことのない
神
しん

聖
せい

な山と考えられていました。

長
ちょう

次
じ

郎
ろう

の銅
どう

像
ぞう

（富山市
粟巣野）（富山市大山歴
史民俗資料館提供）

長
ちょう

次
じ

郎
ろう

（右から２人目）と 冠
かんむり

松
まつ

次
じ

郎
ろう

ら一行（㈳日本山岳会蔵、黒部市歴史民俗資料館提供）

長
ちょう

次
じ

郎
ろう

谷
だに

（国土交通省国土地理院北陸地方測量
部提供）

剱
つるぎ

岳
だけ

（国土交通省国土地理院北陸地方測量部提供）

石
いし

崎
ざき

光
こう

瑤
よう

が撮
さつ

影
えい

した「 剱
つるぎ

岳
だけ

 登
とう

頂
ちょう

記
き

念
ねん

写真」（安
曇野市豊科近代美術館蔵）


